
3　はじめに

は
じ
め
に

本
書
は
、
筆
者
が
成
城
大
学
で
担
当
す
る
総
合
講
座
Ⅱ
「
創
造
と
変
革
の
原
点
」（
２
０
１
４
年
９
月
～
２
０
１
６
年
１
月
、

毎
年
全
14
回
）
で
展
開
さ
れ
た
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、“
人
を
感
動
さ
せ
る
価
値
の
創
造
と
提
供
”
の
現
場
に
携
わ
る

芸
術
家
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）、
研
究
者
等
の
オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
講
座
の
趣
旨
は
、
ア
ー
ト
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
相
互
浸
透
す
る
今
日
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
価
値
創
造
の
技
法

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
価
値
創
造
を
担
う
ア
ー
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
お
け
る
経
営
者
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
職
人
（
匠
）、
研
究
者
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
彼
ら
の
専
門
分
野
と
技
法
、
時
代
を
創
り
、
か
つ
、
変

え
て
い
く
行
為
と
作
品
、
能
力
開
発
と
後
継
者
育
成
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
か
ら
多
様
な
知
見
を
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
た
。

具
体
的
に
と
り
あ
げ
る
対
象
は
、
日
本
な
ら
び
に
海
外
に
お
け
る
、
人
文
社
会
・
自
然
科
学
分
野
の
研
究
者
、
美
術
・

音
楽
・
演
劇
な
ど
芸
術
・
ア
ー
ト
の
分
野
（
対
象
と
し
て
は
西
洋
文
化
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
伝
統
芸
能
も
含
む
）、
衣
食
住
に

代
表
さ
れ
る
生
活
産
業
や
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
産
業
、
展
覧
会
・
展
示
会
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

事
業
で
活
躍
す
る
経
営
者
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
職
人
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

お
か
げ
さ
ま
で
本
講
座
は
今
年
で
９
年
目
を
迎
え
、
副
題
も
「
感
動
を
創
る
」「
創
造
の
原
点
」「
創
造
と
変
革
の
原
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点
」「
感
動
と
価
値
の
創
造
」
な
ど
と
変
遷
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
一
貫
し
て
創
造
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ

て
き
た
。
２
０
０
９
年
に
開
講
以
来
、
登
壇
さ
れ
た
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
延
べ
80
名
を
超
え
た
。
彼
ら
の
専
門
分

野
は
、
絵
画
、
演
劇
、
衣
裳
、
テ
レ
ビ
（
メ
デ
ィ
ア
）、
音
楽
（
日
本
、
欧
米
）、
伝
統
芸
能
（
日
本
の
能
楽
、
浄
瑠
璃
、
歌
舞

伎
、
長
唄
）
と
広
範
囲
に
及
ぶ
。
彼
ら
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
は
勿
論
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
も
手
腕
を
発
揮
さ

れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

今
回
は
既
に
、
上
梓
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、『
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
現
場
』（
２
０
１
０
年
）、『
ア
ー
ト
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
仕
事
』（
２
０
１
２
年
）、『
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
未
来
』（
２
０
１
５
年
）
に
つ
づ
く
第
４
集
目
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
８
つ
の
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
以
下
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

1
．
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ
る
感
動
と
価
値
の
創
造

�

―
内
田
晶
子
氏
の
事
例
な
ら
び
にFN

SD
ID
B

の
要
件
か
ら
の
考
察
／
境 

新
一

最
初
は
編
著
者
自
身
の
稿
で
あ
る
。
今
日
、
実
業
界
や
芸
能
界
、
学
界
さ
ら
に
は
政
治
な
ど
様
々
な
世
界
に
「
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
」
が
存
在
す
る
。
本
稿
は
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
行
う
感
動
（inspiration

）
と
価
値
（value

）
の

創
造
過
程
で
必
要
と
な
る
要
件
に
つ
い
て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
つ
経
営
者
で
あ
る
内
田
晶
子
氏
の
事
例
な
ら
び
に
研

究
成
果
を
踏
ま
え
て
７
つ
の
要
件
：
五
感
（five senses

）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（netw

ork

）、
シ
ナ
リ
オ
・
物
語
（scenario, 

story

）、
デ
ザ
イ
ン
（design

）、
そ
し
て
戦
略
情
報
（intelligence

）
の
抽
出
と
意
思
決
定
（decision-m

aking

）、
ブ
ラ
ン

ド
（brand, branding

）
を
と
り
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
頭
文
字
を
と
っ
たFN

SD
ID

B

の
要
件
を
随
時
確
実
に
備

え
る
こ
と
の
で
き
る
者
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
は
な
い
か
。
最
後
に
は
、
筆
者
が
成
城
学
園
創
立
百
周
年
（
初
等
学
校
の

創
立
）
に
際
し
て
、
企
画
制
作
者
と
し
て
関
わ
っ
た
現
代
公
益
学
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
創
造
と
公
益
～
グ
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ロ
ー
バ
ル
時
代
に
輝
く
子
供
を
創
る
～
」
に
言
及
し
て
い
る
。

2
．
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
、
浅
草
東
洋
館
か
ら
発
信
す
る
庶
民
文
化
の
創
造

�

―
東
洋
興
業
（
株
）
の
歴
史
と
事
業
戦
略
／
松
倉 

久
幸

松
倉
氏
は
浅
草
に
生
ま
れ
育
ち
、
父
親
の
代
か
ら
独
自
の
下
町
庶
民
文
化
に
親
し
み
、
落
語
・
漫
才
を
上
演
す
る
浅
草

東
洋
館
、
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
の
支
配
人
と
し
て
浅
草
の
顔
で
あ
り
今
日
に
至
る
。
本
稿
で
は
、
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
か
ら
発

信
す
る
庶
民
文
化
の
創
造
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
東
洋
興
業
（
株
）
の
事
業
創
造
、
事
業
承
継
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ら
び
に
戦

略
に
つ
い
て
、
長
い
実
践
経
験
か
ら
芸
人
に
求
め
ら
れ
る
芸
の
幅
、
テ
レ
ビ
寄
席
演
芸
番
組
の
活
用
や
「
は
と
バ
ス
ツ

ア
ー
」、
顧
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
工
夫
と
顧
客
創
造
の
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
松
倉
氏
の
言
葉
を
通
し
て
、
娯

楽
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
東
京
浅
草
を
「
浅
草
の
新
し
さ
は
建
物
で
な
く
人
で
あ
る
」
と
記
し
た
作
家
・
永
井
荷
風
の
言
葉
が

新
た
な
説
得
力
を
も
っ
て
迫
る
。

3
．
私
の
写
真
表
現
／
北
野 

謙

北
野
氏
は
、
世
界
に
赴
き
、
多
く
の
作
品
を
手
が
け
、
か
つ
数
々
の
受
賞
暦
を
も
つ
現
在
注
目
の
写
真
家
で
あ
る
。
北

野
氏
は
中
学
生
の
時
、
兄
の
影
響
で
写
真
を
始
め
た
が
、
最
初
は
商
業
写
真
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
な
く
作
家
の
仕

事
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
に
写
真
に
は
「
撮
っ
た
、
写
っ
た
」
だ
け
で
は
な
い
、
深
い
も
の
が
あ
る
こ
と

に
思
い
至
る
。
写
真
表
現
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
写
っ
て
い
る
も
の
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
作
者
が
世
界
を
い
か
に

考
え
、
い
か
な
る
方
法
で
表
現
し
、
物
質
と
し
て
作
品
を
残
し
世
に
問
う
か
。
語
ら
れ
る
べ
き
は
、
ま
ず
被
写
体
よ
り
も

コ
ン
セ
プ
ト
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
次
に
写
真
と
い
う
物
質
を
創
り
世
に
残
す
こ
と
で
あ
る
。
先
人
が
残
し
積
み
重
ね
て
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来
た
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
き
、
北
野
氏
自
身
が
そ
こ
に
関
わ
っ
て
生
き
て
こ
ら
れ
た
意
義
を
、
自
作
を
交
え
な
が

ら
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

4
．
修
験
道
と
い
う
生
き
方

―
半
僧
半
俗
の
立
場
で
／
長
谷
川 

智

長
谷
川
氏
は
、
山
形
県
羽
黒
山
で
修
行
し
た
高
名
な
山
伏
で
あ
り
、
体
育
教
師
で
も
あ
る
。
筆
者
と
同
じ
非
常
勤
校

で
出
会
っ
た
こ
と
が
ご
縁
と
な
り
、
本
学
に
登
壇
い
た
だ
い
た
。
本
稿
は
、
２
０
１
６
年
11
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
講

義
）
時
の
内
容
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
長
谷
川
氏
は
人
生
に
お
い
て
幾
度
と
な
く
「
創
造
と
変
革
」
を
繰
り
返

さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
を
分
析
し
た
結
果
、
長
谷
川
氏
は
マ
ー
ジ
ナ
ル
、
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
、
リ
ト
リ
ー
ト
、
コ

ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
至
る
。
境
界
に
い
る
か
ら
こ
そ
（
マ
ー
ジ
ナ
ル
）、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
イ

ン
ス
パ
イ
ア
ー
（
霊
感
、
ひ
ら
め
き
）
を
与
え
ら
れ
、
日
常
か
ら
離
れ
た
視
点
（
リ
ト
リ
ー
ト
）
か
ら
全
体
を
俯
瞰
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
問
題
点
や
疑
問
を
抽
出
す
る
。
そ
の
問
題
を
も
っ
て
山
に
入
り
（
リ
ト
リ
ー
ト
）、
修
行
を
経
て
直
観
的
な

智
恵
を
得
る
。
た
だ
し
、
創
造
の
根
底
に
は
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
（
惻
隠
）
が
必
要
と
な
る
と
い
う
。
現
在
、
長
谷
川
氏
は
、

山
梨
県
に
お
い
て
伝
統
文
化
の
復
興
、
地
域
の
活
性
化
、
そ
れ
ら
を
基
盤
に
し
た
学
び
の
場
の
創
生
を
も
並
行
し
て
ま
さ

に
実
践
さ
れ
て
い
る
。

5
．
浄
瑠
璃
の
世
界

―
忠
臣
蔵
あ
れ
こ
れ
／
竹
本 

越
孝
・
鶴
澤 

津
賀
榮

義
太
夫
は
江
戸
時
代
17
世
紀
後
半
に
、
大
坂
で
人
形
浄
瑠
璃
の
語
り
と
し
て
成
立
し
た
三
味
線
音
楽
で
あ
る
。
創
始
者

の
竹
本
義
太
夫
に
ち
な
み
、
義
太
夫
節
（
義
太
夫
）
と
呼
ば
れ
る
。
浄
瑠
璃
の
一
つ
で
あ
り
、「
歌
う
」
の
で
は
な
く
「
語

る
」
の
で
あ
る
。
江
戸
後
期
に
は
女
性
の
義
太
夫
も
始
ま
っ
た
。
江
戸
末
期
に
一
時
下
降
線
を
た
ど
る
も
、
明
治
時
代
に
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隆
盛
を
迎
え
、
義
太
夫
の
寄
席
が
増
え
、
演
者
も
観
客
も
増
え
た
。
竹
本
氏
、
鶴
澤
氏
は
女
性
浄
瑠
璃
の
第
一
人
者
と
し

て
、
本
学
講
座
に
て
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
を
と
り
あ
げ
、
作
品
解
説
、
実
演
を
行
っ
た
。
竹
本
氏
は
伝
統
芸
能
で
あ
る

以
上
、
芸
を
守
り
伝
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
一
方
、
先
達
の
芸
を
そ
の
ま
ま
守
り
伝
え
、
全
く
同
じ
こ
と
を
行
う
の
で

は
な
く
、
動
か
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
、
伝
統
の
中
で
動
か
な
い
と
繫
げ
な
い
、
伝
え
て
い
く
こ
と
は
動
か
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
と
説
く
。

6
．
白
洲
正
子
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
の
源
泉
／
青
柳 

恵
介

白
洲
正
子
は
日
本
の
伝
統
文
化
・
芸
能
を
深
く
愛
し
、
亡
く
な
る
ま
で
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
続
け
た
。
没
後
約
20
年
と

な
る
今
日
も
、
新
潮
社
「
白
洲
正
子
全
集
」
を
は
じ
め
、
新
た
な
書
籍
が
出
版
さ
れ
書
店
に
並
ん
で
い
る
。
青
柳
氏
は
、

美
術
評
論
家
、
白
洲
正
子
の
研
究
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
正
子
の
著
作
が
今
も
人
々
を
惹
き
つ
け
る
理
由
を
二

つ
の
側
面
か
ら
考
え
る
。
一
つ
は
、
骨
董
と
彼
女
が
ど
う
関
わ
り
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
。
も
う
一
つ
は
能
楽
を
め

ぐ
る
彼
女
の
見
識
に
つ
い
て
で
あ
る
。

写
真
集
『
老
木
の
花
』
か
ら
、
白
洲
正
子
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
は
高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
青
柳
氏
は
、
正
子

自
身
の
美
観
、
よ
い
と
思
っ
た
も
の
を
徹
底
し
て
追
求
す
る
姿
勢
と
そ
れ
へ
の
確
信
を
語
っ
て
い
る
。

7
．
も
う
ひ
と
つ
の
デ
ジ
タ
ル
・
ジ
レ
ン
マ

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
読
書
行
為
か
ら
考
え
る
記
憶
と
書
物
／
松
田 

隆
美

２
０
１
０
年
頃
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
の
電
子
端
末
を
介
し
た
読
書
は
現
代
人
の
日
常
に
徐
々
に
浸
透
し

て
き
た
。
読
む
内
容
は
同
一
で
も
、
電
子
端
末
に
よ
る
読
書
と
通
常
の
冊
子
体
の
書
物
を
読
む
行
為
と
で
は
、
実
際
の
読

書
体
験
と
し
て
違
い
が
あ
る
。
読
書
と
は
物
理
的
特
徴
を
も
っ
た
書
物
を
手
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
多
分
に
視
覚
的
、
触
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覚
的
体
験
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
一
方
、
電
子
書
籍
は
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
存
在
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
本
の
内
容
や
用
途

と
は
無
関
係
に
、
そ
の
か
た
ち
は
端
末
の
形
状
に
よ
っ
て
固
定
的
に
決
ま
る
。
そ
の
一
方
で
、
フ
ォ
ン
ト
の
大
き
さ
や
種

類
を
読
者
が
個
人
の
ニ
ー
ズ
や
好
み
に
合
わ
せ
て
自
由
に
選
択
で
き
る
の
で
、
伝
統
的
な
書
物
を
特
徴
づ
け
て
い
る
サ
イ

ズ
や
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
と
い
っ
た
物
理
的
特
徴
と
は
無
縁
で
あ
る
。

松
田
氏
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
お
い
て
世
界
第
一
線
の
研
究
者
で
あ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
と
二
項
対
立

的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
書
物
と
電
子
書
籍
と
い
う
現
在
の
二
種
類
の
本
の
形
態
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴

と
潜
在
的
可
能
性
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
書
物
文
化
史
的
視
点
か
ら
検
討
す
る
。

書
物
は
、
作
者
の
意
図
を
こ
え
て
生
き
続
け
、
異
な
っ
た
文
化
で
読
み
継
が
れ
、
読
者
毎
に
個
別
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と

で
常
に
変
化
し
て
い
る
「
文
化
的
実
践
」
で
あ
る
。
多
様
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
情
報
が
絶
え
間
な
く
織
り
込
ま
れ
て
ゆ
く
書

物
の
姿
を
デ
ジ
タ
ル
環
境
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
、
書
物
を
、
そ
れ
を
取
り
囲
ん
で
い
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
と
も
に
四

次
元
的
に
構
築
す
る
こ
と
は
、
電
子
書
籍
が
も
っ
て
い
る
独
自
の
可
能
性
で
あ
り
、
そ
の
模
索
は
伝
統
的
な
ア
ナ
ロ
グ
の

書
物
と
の
共
存
を
可
能
に
し
、
書
物
文
化
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
と
説
く
。

8
．
南
方
熊
楠
・
混
沌
か
ら
の
創
造
／
田
村 

義
也

南
方
熊
楠
は
、
多
岐
に
わ
た
る
研
究
と
著
作
を
遺
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
在
野
の
学
者
で
あ
る
。
１
８
８
６
年
、
19
歳

で
渡
米
し
、
足
か
け
15
年
間
を
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
過
ご
し
た
。
南
方
は
、
人
と
し
て
の
人
格
形
成
期
と
、
学
問
的

研
鑽
の
時
期
を
英
語
圏
で
過
ご
し
、
１
８
９
３
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
雑
誌
へ
の
投
稿
で
研
究
者
と
し
て
の
出
発
を
し
た
。
帰

国
後
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
と
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
の
二
誌
へ
英
語
で
の
研
究
ノ
ー
ト
を

投
稿
し
続
け
た
彼
は
、
研
究
者
・
著
述
家
と
し
て
の
軸
足
を
英
語
圏
に
お
き
な
が
ら
、
日
本
の
学
会
誌
へ
の
寄
稿
も
は
じ



9　はじめに

め
、
ま
た
柳
田
國
男
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
様
々
な
学
問
分
野
の
指
導
者
・
開
拓
者
ら
と
通
信
し
、
深
い
印
象
を
残
し

た
。
彼
は
新
た
な
学
問
領
域
の
開
拓
者
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
た
。

田
村
氏
は
、
南
方
熊
楠
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
南
方
の
名
が
近
代
日
本
の
研
究
史
と
思
想
史
上
で
、
い
ま
だ
に
適

切
な
場
所
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
彼
が
手
が
け
た
研
究
領
域
が
広
大
で
内
容
が
多
彩
に
す
ぎ
、

秩
序
だ
っ
た
体
系
に
収
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
彼
の
関
心
は
、
生
物
学
と
生
態
学
、
東
西
文
明
間
の
比
較
科
学
史
、

比
較
民
俗
学
と
比
較
説
話
学
、
ま
た
宗
教
哲
学
的
思
索
、
超
常
現
象
な
い
し
超
心
理
学
な
ど
、
文
系
理
系
を
横
断
し
、
古

今
東
西
の
文
献
と
広
い
範
囲
に
及
ん
だ
。
田
村
氏
は
、
南
方
の
著
作
は
、
混
沌
に
創
造
の
出
発
点
が
あ
り
、「
腹
稿
」
と

呼
ば
れ
る
創
作
メ
モ
が
重
要
で
あ
る
と
み
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
メ
モ
を
手
が
か
り
に
、
東
西
の
知
の
世
界
を
探
索
し
た

南
方
熊
楠
の
博
物
学
的
世
界
の
創
造
の
現
場
を
検
証
し
て
い
る
。

以
上
、
彼
ら
の
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
講
義
と
学
生
の
反
応
は
今
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
一
端
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
と
は
読
者
の
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
、
ご
感
想
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
、
ご
出
講
な
ら
び
に
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
登
壇
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、

本
書
の
刊
行
に
つ
き
論
創
社
・
編
集
担
当
の
松
永
裕
衣
子
氏
に
は
原
稿
の
収
集
・
整
理
・
構
成
な
ど
に
関
し
て
多
大
な
お

世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

２
０
１
７
年
７
月　

研
究
室
に
て

�

境　

新
一
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新
一

１　
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ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ
る
感
動
と
価
値
の
創
造

―
―
内
田
晶
子
氏
の
事
例
な
ら
び
にFN

SD
ID
B

の
要
件
か
ら
の
考
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１　

は
じ
め
に

1

－

1　

問
題
の
所
在

今
日
、
実
業
界
や
芸
能
界
、
学
界
さ
ら
に
は
政
治
な
ど
様
々
な
世
界
に
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
が
存
在
す
る
。
筆
者
は

特
に
、
実
業
界
に
焦
点
を
あ
て
、
ア
ー
ト
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
関
わ
り
を
い
か
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
か
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

は
い
か
な
る
資
質
を
も
つ
べ
き
か
、
を
継
続
的
に
研
究
・
実
践
し
て
き
た
。
実
際
に
検
証
し
た
結
果
、
ア
ー
ト
を
直
接
ビ

ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
価
値
創
造
の
行
為
を
通
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る

こ
と
は
で
き
る
。
逆
に
デ
ザ
イ
ン
を
超
え
る
新
た
な
価
値
創
造
が
必
要
に
な
れ
ば
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
ア
ー
ト
に
接
近
す
る
。

一
連
の
行
為
は
、
ア
ー
ト
か
ら
始
ま
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
経
て
ア
ー
ト
に
戻
る
サ
イ
ク
ル
と
な
る
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
ア
ー
ト
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
対
境
担
当
者
、
媒
介
者
と
し
て
ア
ー
ト
を
デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
を
通

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
。
ア
ー
ト
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
転
化
は
事
業
利
益
（
私
益
）
を
つ
く
る
行
為
で
あ
る
。
一
方
、

ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
ア
ー
ト
へ
の
転
化
は
社
会
的
利
益
（
公
益
、
社
会
貢
献
）
を
つ
く
る
行
為
で
あ
る
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は

両
行
為
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
こ
と
を
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

名
付
け
て
き
た（

（
（

。

本
稿
は
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
行
う
感
動
（inspiration
）
と
価
値
（value

）
の
創
造
過
程
で
必
要
と
な
る
要

件
に
つ
い
て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
経
営
者
で
あ
る
内
田
晶
子
氏
の
事
例
な
ら
び
に
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
７
つ

の
要
件
：
五
感
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
シ
ナ
リ
オ
・
物
語
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
、
そ
し
て
戦
略
情
報
の
抽
出
と
意
思
決
定
、

ブ
ラ
ン
ド
を
と
り
あ
げ
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。



17　１　アート・プロデューサーによる感動と価値の創造

1

－

2　

ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
枠
組
み

本
稿
で
は
、
実
際
に
何
か
具
体
物
を
デ
ザ
イ
ン
し
制
作
す
る
、
ま
た
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
こ
と
に
焦
点
を
あ

て
る
。
現
場
の
創
造
行
為
と
作
品
に
注
目
す
る
と
き
、
政
府
と
し
て
行
政
主
導
で
文
化
・
芸
術 

を
育
て
る
の
と
は
別
の
、

民
間
主
導
で
文
化
・
芸
術
を
育
成
す
る
見
方
が
可
能
と
な
る
余
地
が
生
ま
れ
る
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
い
う
行
為
、
個
々
に

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ
る
客
体
と
し
て
の
作
品
、
そ
し
て
そ
れ
を
担
う
主
体
と
し
て
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
存
在
を
重
視

し
て
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
い
う
概
念
を
提
起
す
る
。
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
（arts production

）
と
い
う
表

現
は
欧
米
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
実
際
に
、
ア
ー
ト
を
創
造
す
る
行
為
は 

“produce arts

”、

そ
の
成
果
で
あ
る
作
品
は 

“arts production

”と
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
日
、
知
的
財
産
を
含
む
ア
ー
ト
と
ビ

ジ
ネ
ス
の
新
た
な
組
み
合
わ
せ
を
探
り
、
現
場
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
一
体
的
に
行
う
価
値
創
造
の
在
り

方
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
＆
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
目
指
さ
れ
る
方
向
で
あ
る
。
も
し
作
品
が
市
場
原
理
に
の
る
な
ら
ば
、

作
品
は
商
品
に
転
化
す
る
こ
と
に
な
る（

（
（

。

課
題
は
提
起
さ
れ
、
解
決
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
解
決
す
れ
ば
終
了
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
最
後
は
再
び
課
題
提

起
に
戻
る
、
す
な
わ
ち
永
遠
に
課
題
は
残
り
、
展
開
や
進
化
を
続
け
る
過
程
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ア
ー
ト
を
直
接
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
価
値
創
造
の
行
為
を
通
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
る
。
逆
に
デ
ザ
イ
ン
を
超
え
る
新
た
な
価
値
創
造
が
必
要
に
な
れ
ば
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら

ア
ー
ト
に
接
近
す
る
。
一
連
の
行
為
は
、
ア
ー
ト
か
ら
始
ま
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
経
て
ア
ー
ト
に
戻
る
サ
イ
ク
ル
と
な
る
。

そ
の
意
味
で
ア
ー
ト
は
課
題
提
起
で
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
は
課
題
解
決
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論
の
枠
組
み
は
、
ア
ー
ト
、
知
的
財
産
、
価
値
、
価
格
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
マ
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アート

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ビジネス

感動

知的財産

アーティスト、クリエーター

顧客・消費者

プロデューサー、ディレクター、デザイナー / プロデューサー型経営者、経営者型プロデューサー

利益

技術・知識

起業家/企業家、事業家

価値

価格

地域/
コミュニティ

価格

価値

創
造

提
供

ブランド／戦略

作品

商品

図1　アート・プロデュース論の枠組み
―アートとビジネス、プロデュースとマネジメントの関係―

（注）境新一編著『アート・プロデュースの未来』（2015年）より転載。
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ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
対
置
さ
せ
た
関
係
を
構
造
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
１
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
日
本
語
で
表
現
す
れ

ば
、
芸
術
、
事
業
、
創
造
、
経
営
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
十
分
に
意
味
を
伝
え
ら
れ
な
い
理
由
か
ら
こ
の
表
現
に
と
ど

め
た
。

ア
ー
ト
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
２
つ
ず
つ
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
、
ア
ー
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
４
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
中
心
的
な
構
成
で
あ
る（

（
（

。
こ
れ
ら
は
日
本
語
で
は
、
芸
術
創
造
、
芸
術
経
営
、
事
業
創
造
、
事
業
経
営　

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
一
見
ば
ら
ば
ら
、
個
別
の
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
、
実
は
一
体
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ー
ト
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
裏
に
、
他
の
３
概
念
が
実
は
表
裏
一
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
明
記
し
た
研

究
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

1

－

3　

多
様
な
価
値
論

「
価
値
」
は
、
元
来
、
新
し
い
・
美
し
い
・
お
い
し
い
・
た
の
し
い
・
快
適
・
癒
し
な
ど
の
感
情
の
肯
定
的
部
分
の
抽
象

化
と
も
い
え
る
。
人
間
に
は
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
あ
わ
せ
て
、
い
わ
ゆ
る
五
感
と
い
う
感
覚
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
が
、
現
在
、
そ
れ
以
上
の
感
覚
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
五
感
を
全
面
的
に
活
用
し
、
手
触
り
、
香
り
、
味
わ

い
、
色
彩
、
音
・
響
き
に
訴
え
る
価
値
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
る
。

価
値
を
認
め
る
と
い
う
行
為
や
感
情
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
あ
る
人
に
と
っ
て
は
大
変
価
値
の
高
い
も
の
が
、
別
の
人

に
と
っ
て
は
価
値
の
な
い
も
の
と
な
る
。「
付
加
価
値
」
や
「
こ
の
価
格
に
比
べ
て
こ
の
価
値
」
と
い
う
表
現
は
、
売
り

手
側
の
感
覚
で
あ
り
、
買
い
手
側
に
と
っ
て
は
、
そ
の
価
値
を
見
出
せ
な
い
場
合
も
あ
る
。
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あ
る
モ
ノ
の
価
格
と
価
値
を
考
え
た
場
合
に
、
価

格

＜

価
値
、
価
格

＞

価
値
、
価
格
＝
価
値
の
３
通
り

の
場
合
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
顧
客
に
支
持
さ
れ
る

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
価
格

＞

価
値
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
売
り
手
側
は
、
こ
の
価
格
と
価
値
の
関

係
を
念
頭
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
、
顧
客
や
ユ
ー
ザ

の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
。
逆
に
意
識
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
長
く
取
引
で
き
る
客
に
め
ぐ
り
合
う
こ

と
も
で
き
る
。

さ
て
、
価
値
に
関
す
る
議
論
、
価
値
論
は
こ
れ
ま

で
に
様
々
展
開
さ
れ
て
き
た
。
い
く
つ
列
挙
す
る
と

以
下
の
通
り
で
あ
る（

（
（

。

2　

五
感

2

－

1　

脳
科
学
の
知
見

人
間
に
と
っ
て
、
知
性
や
感
性
を
含
め
た
判
断
力

を
磨
く
た
め
に
「
感
動
」
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て

い
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
伝
え
よ

表1　価値論に関する提起者と価値概念

（注）筆者が独自に作成。

提起者 概　念

A. スミス（Adam Smith, 1723–1790） 使用価値（value in use）

交換価値（value in exchange）

J. ラスキン（John Ruskin, 1819–1900） 固有価値（本有的価値 intrinsic value）

W. モリス（William Morris, 1834–1896） 有効価値（実効的価値 effectual value）

D. スロスビー（David Throsby） 文化的価値

経済的価値

M. E. ポーター（Michael E. Porter） 共通価値，共有価値（shared value: SV）

M. R. クラマー（Mark R. Kramer）

H. チルキー（Hugo Tschirky） 知的財産価値

石井淳蔵，恩蔵直人 顧客価値（customer value）

経験価値（experiential value）

経済産業省 感性価値，デザイン資産価値

村田智明，長田典子
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う
と
す
る
創
造
情
熱
を
受
け
止
め
る
媒
体
が
「
感
動
」
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
人
に
ア
ー
ト
の
価
値
と
共
感
を
提
供
す
る

こ
と
が
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー
が
担
う
役
割
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

当
研
究
に
お
い
て
、
五
感
、
感
情
、
感
動
、
感
動
創
造
、
価
値
創
造
な
ど
の
現
象
を
取
り
扱
う
場
合
、
自
然
科
学
、
特

に
近
年
進
展
の
著
し
い
脳
科
学
の
貢
献
度
は
大
き
い
。
た
だ
、
今
後
の
解
明
が
待
た
れ
る
領
域
も
少
な
く
な
い
。

ダ
マ
シ
オ
（A

ntonio R. D
am

asio

）、
茂
木
健
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
一
般
的
に
人
間
の
心
的
状
態
は
、
身
体
に
感
覚
に

関
連
し
た
無
意
識
な
「
情
動
」
と
意
識
的
な
「
感
情
」
に
分
類
さ
れ
る
。
情
動
は
、
あ
る
刺
激
を
受
け
る
と
生
命
維
持

装
置
と
し
て
の
身
体
の
変
化
を
い
い
、
感
情
は
そ
の
変
化
に
よ
る
思
考
に
つ
な
が
る
。
情
動
に
は
外
部
刺
激
（
五
感
な
ど
）

に
よ
る
も
の
と
、
体
内
か
ら
の
内
部
刺
激
（
内
臓
の
痛
み
、
熱
）
が
あ
る
。
ま
た
血
液
系
の
生
体
物
質
に
よ
る
刺
激
が
あ

る
。
ま
た
、
刺
激
を
受
け
た
情
動
は
瞬
時
（
本
能
的
）
に
「
快
・
不
快
」
の
２
つ
に
判
断
反
応
す
る
。「
快
」
は
安
全
と

判
別
し
、「
不
快
」
は
生
命
維
持
の
上
で
重
要
な
装
置
で
あ
り
、
危
険
・
拒
否
・
防
衛
・
警
戒
と
し
て
反
応
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
段
階
で
刺
激
（
興
奮
）
の
程
度
に
よ
り
、
表
情
等
で
表
現
す
る
こ
と
の
あ
る
一
次
感
情
（
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ー

カ
ー
説
）、
次
に
感
情
機
能
に
進
み
二
次
感
情
と
し
て
、「
快
」
は
「
喜
び
、
感
動
、
素
晴
し
い
、
面
白
い
、
楽
し
い
、
美

し
い
」
と
「
不
快
」
は
「
悲
し
み
、
怒
り
、
驚
き
、
恐
怖
、
嫌
悪
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
、
思
考
に
つ
な
が
る
。
脳
科
学
で

は
、
感
動
と
は
「
快
」
か
ら
発
生
す
る
喜
び
の
表
現
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る（

（
（

。

ま
た
ダ
マ
シ
オ
は
、
五
感
を
刺
激
し
、
感
動
を
引
き
起
こ
す
具
体
的
な
物
語
を
つ
く
る
際
に
、「
意
外
性
」
と
「
な
つ

か
し
さ
」
を
あ
げ
て
い
る
。
前
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
見
方
が
新
し
い
見
方
へ
転
換
し
、
見
方
を
変
え
て
物
事
を
と
ら
え
、

解
決
し
た
際
の
解
放
感
や
感
動
体
験
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
は
「
郷
愁
」
と
い
う
よ
り
も
、
物
事
を
自
ら
の
暮
ら

し
や
人
生
に
感
情
的
に
引
き
寄
せ
た
り
、
照
ら
し
合
わ
せ
た
り
し
て
起
こ
る
心
の
騒
ぎ
、
引
き
寄
せ
た
結
果
の
、
森
羅
万

象
と
の
一
体
感
、
自
己
体
験
と
の
照
応
、「
大
き
な
物
語
」
と
の
連
帯
な
ど
に
よ
り
起
こ
さ
れ
る
深
い
感
動
体
験
を
指
す
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と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

2

－

2　

五
感
分
析
に
よ
る
事
例

こ
こ
で
は
、
榎
本
正
氏
の
五
感
分
析
を
用
い
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
「
ク
ッ
キ
ー
菓
子
ケ
ー
ス
」、「
ラ
ッ
プ
紙
箱
ケ
ー
ス
」

の
考
案
の
事
例
を
と
り
あ
げ
る（

（
（

。
五
感
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
有
効
な
視
点
で
あ
る（

（
（

。

（
ａ
）
視
覚
：
コ
ン
セ
プ
ト
を
表
現
す
る
印
刷
や
形
状
（
角
箱 

、
丸 

筒
、
変
形
）
を
検
討
す
る
。

・
ポ
ッ
プ
ア
な
ど
動
き
の
あ
る
立
体
的
な
表
現
を
と
る
。

・
触
り
た
く
な
る
よ
う
楽
し
さ
、
飛
び
出
す
絵
本
の
よ
う
に
表
現
す
る
。

・
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
採
用
・
ア
ー
ト
シ
ャ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
す
る
。

（
ｂ
）
聴
覚
：
箱
の
開
け
閉
め
に
よ
り
、
音
を
出
す
。
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
と
き
に
発
生
す
る
音
に
注
目
す
る
。

・
開
閉
の
確
認
、
中
身
の
保
護
が
確
認
で
き
る
安
心
感
を
表
現
す
る
。

・
触
る
位
置
に
よ
っ
て
異
な
る
音
が
出
る
。
仕
掛
け
の
あ
る
面
白
グ
ッ
ズ
の
装
い
を
創
造
す
る
。

（
ｃ
）
触
覚
：
表
面
の
凹
凸
に
よ
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
。
視
覚
に
頼
ら
な
い
伝
え
方
、
弱
視
者
に
も
対
応
す
る
。

・
凹
凸
の
位
置
と
形
状
に
よ
り
「
使
い
勝
手
」
を
知
ら
せ
る
。
安
全
で 
使
い
や
す
い
形
状
を
採
用
す
る
。

・
印
刷
面
の
凹
凸
で
立
体
感
を
表
す
。

（
ｄ
）
臭
覚
、
味
覚
：
デ
ザ
イ
ン
の
工
夫
に
よ
り
食
欲
を
誘
う
。

以
上
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
第
一
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
細
か
な
表
現
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
無
意
識
に
商
品
へ
の
信
頼
と
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好
感
を
得
る
。
第
二
に
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、 

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
を
創
る

五
感
は
勿
論
の
こ
と
、
さ
ら
に
第
六
感
、
言
い
換
え
る
と
直
観
（
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
は
感
動
・
共
感
に
つ
な
が
る
。

ク
ッ
キ
ー
菓
子
ケ
ー
ス
で
は
、
ミ
ッ
キ
ー
が
蓋
の
上
に
付
け
ら
れ
、
触
り
た
く
な
る
楽
し
さ
が
あ
る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は

ク
ッ
キ
ー
菓
子
の
美
味
し
さ
だ
け
で
な
く
、
明
る
さ
、
楽
し
さ
、
製
作
者
の
思
い
を
伝
え
る
。
一
方
、
ラ
ッ
プ
紙
箱
ケ
ー

ス
で
は
、
印
刷
だ
け
で
な
く
、
表
面
の
凹
凸
に
よ
り
細
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
安
全
で
正
確
な
使
い
方
を
伝
え
る
、
弱
視
者

に
配
慮
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
よ
り
、
五
感
分
析
で
は
、
五
感
ご
と
企
業
か
ら
対
象
者
・
顧
客
へ
の
訴
求
点
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
が
わ
か
る
。

2

－

3　

ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
五
感
の
関
係

す
で
に
言
及
し
た
、
ダ
マ
シ
オ
の
指
摘
す
る
「
感
動
」
の
果
た
す
重
要
性
を
ふ
ま
え
る
と
、
人
間
の
五
感
の
重
要
性
も

理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
経
営
者
ら
は
、
五
感
を
全
面
的
に
活
用
し
、
手
触
り
、

香
り
、
味
わ
い
、
色
彩
、
音
・
響
き
に
訴
え
る
価
値
を
創
造
す
る
。
そ
の
事
例
は
筆
者
に
よ
る
『
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
現
場
』『
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
仕
事
』『
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
未
来
』
の
事
例
に
多
数
み
ら
れ
る
。
既

発
表
の
論
文
で
は
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論
の
分
析
枠
組
み
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
経
営
者
等
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し
て
整
理
・
考
察
し
、
感
動
創
造
を
め
ぐ
り
、
ア
ー
ト
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
た
な
組
み
合
わ
せ
を
探

り
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
論
を
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
五
感
の
関
係

を
、
五
感
の
観
点
か
ら
分
類
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
五
感
の
な
か
で
も
視
覚
、
聴
覚
に
関
わ
る
情
報
が
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ら
の
創
造
テ
ー
マ
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

（
（

。

な
お
、
あ
る
刺
激
に
対
し
て
通
常
の
感
覚
だ
け
で
な
く
異
な
る
種
類
の
感
覚
を
も
生
じ
さ
せ
る
特
殊
な
知
覚
現
象
、
共

感
覚
（
シ
ナ
ス
タ
ジ
ア
、synesthesia

）
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
共
感
覚
を
持
つ
人
に
は
文
字
に
色
を
感
じ
た
り
、
音
に

色
を
感
じ
た
り
、
形
に
味
を
感
じ
た
り
す
る
。
共
感
覚
の
中
で
も
、
音
楽
や
音
を
聞
い
て
色
を
感
じ
る
知
覚
は
「
色
聴
」

と
い
わ
れ
る
。
似
た
よ
う
な
感
覚
と
し
て
「
音
視
」
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
色
に
形
や
音
が
聴
こ
え
る
と
い
う
色

聴
と
は
反
対
の
感
覚
で
あ
る
。
五
感
の
な
か
で
、
共
感
覚
が
最
も
多
く
出
現
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
視
覚
、
聴
覚
が
該

当
す
る（

（（
（

。3　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
様
々
な
個
人
、
組
織
（
企
業
）
と
の
つ
な
が
り
と
絶
え
ざ
る
創
造
を
志
向
す
る
発
想
、
企
画
お
よ

び
実
践
を
求
め
る
。
こ
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
経
営
学
と
社
会
学
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（

（（
（

。

ま
ず
、
経
営
学
の
領
域
か
ら
整
理
す
る
。
山
倉
健
嗣
氏
に
よ
れ
ば
、
組
織
間
関
係
と
は
、
２
つ
以
上
の
組
織
の
何
ら
か

の
形
の
つ
な
が
り
で
あ
り
、
資
源
交
換
、
情
報
の
流
れ
、
共
同
行
動
、
構
造
、
パ
ワ
ー
関
係
、
価
値
共
有
と
し
て
現
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
組
織
が
他
組
織
と
の
相
互
関
係
の
な
か
で
存
続
・
成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
組
織
間
関
係

の
形
成
理
由
と
し
て
、
他
組
織
が
組
織
の
必
要
と
す
る
資
源
を
持
っ
て
い
る
、
と
す
る（

（（
（

。
個
人
間
、
企
業
間
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
、
構
築
さ
れ
る
関
係
は
紐
帯
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。
ま
た
、
エ
ヴ
ァ
ン
（W

. M
. Evan

）
に
よ
れ
ば
、

組
織
セ
ッ
ト
に
お
い
て
タ
ス
ク
環
境
の
境
界
間
構
成
単
位
と
同
様
の
役
割
・
機
能
を
果
た
す
対
境
担
当
者
（boundary 

personal

）
が
存
在
す
る（

（（
（

。
対
境
担
当
者
は
組
織
間
関
係
に
お
い
て
は
相
互
の
組
織
の
接
点
で
あ
り
、
組
織
の
境
界
に
位
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置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
組
織
と
の
連
結
機
能
を
担
う
と
と
も
に
、
他
組
織
の
脅
威
か
ら
自
ら
の
組
織
を
防
衛
す
る
境
界

維
持
機
能
も
担
っ
て
い
る（

（（
（

。
対
境
担
当
者
と
は
、
組
織
間
に
お
い
て
情
報
収
集
・
交
換
す
る
組
織
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
。
組
織
を
代
表
す
る
観
点
か
ら
は
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
こ
れ
に
該
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
対
境
担
当
者
は
、
佐
々
木
利
廣
氏
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（interface 

m
anager

）
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

次
に
社
会
学
の
領
域
で
整
理
す
る
。
企
業
に
は
４
つ
の
資
本
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
。「
人
的
資
本
」（
人
材
）、「
経

済
資
本
」（
資
金
）、「
文
化
資
本
」（
風
土
）、「
社
会
的
資
本
」（
人
間
関
係
）
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
社
会
的
資
本
が
企
業

の
大
き
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
人
脈
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
社
会
的
信
任
、
評
価
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
の
、
従
来
数
字
で
は
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
素
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
こ
の
社
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
特
性
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
強
い
紐
帯
か
ら
な
る
「
ク

リ
ー
ク
」
と
よ
ば
れ
る
集
合
体
が
存
在
し
、
そ
れ
以
外
の
つ
な
が
り
は
弱
い
紐
帯
に
な
る
。
グ
ラ
ノ
ヴ
ェ
タ
ー
（M

. S. 

Granovetter

）
は
、
異
な
っ
た
ク
リ
ー
ク
間
を
結
ぶ
紐
帯
を
ブ
リ
ッ
ジ
と
呼
ん
だ
。
弱
い
紐
帯
は
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
同

士
を
つ
な
げ
る
ブ
リ
ッ
ジ
と
し
て
機
能
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
、
こ
の
ブ
リ
ッ
ジ
は
他
の
ク
リ
ー
ク
に
対
し
て
も
情

報
が
広
く
伝
播
す
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
も
つ
。
ま
た
、
強
い
紐
帯
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
ク
リ
ー
ク
は
、
強

い
紐
帯
ば
か
り
を
重
視
す
る
と
、
求
心
力
が
働
き
、
そ
の
結
果
、
ク
リ
ー
ク
の
孤
立
化
を
招
く（

（（
（

。
そ
の
た
め
ブ
リ
ッ
ジ
機

能
を
も
つ
構
造
体
は
、
ａ
）
他
の
ク
リ
ー
ク
を
含
め
、
広
く
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
も
つ
。
ｂ
）
ク
リ
ー
ク
間
の
相
互
関

係
を
促
す
た
め
に
、
利
害
調
整
を
行
う
可
能
性
を
も
つ
。

こ
の
よ
う
に
ブ
リ
ッ
ジ
機
能
を
も
つ
人
材
に
つ
い
て
は
、
組
織
と
組
織
の
関
係
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
機
能
を
も
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ー
ト
（R. S. Burt

）
は
、
紐
帯
の
弱
さ
は
ブ
リ
ッ
ジ
の
相
対
物
に
す
ぎ
ず
、
重
要
な
点
は
ブ
リ
ッ

ジ
で
あ
る
か
否
か
で
あ
り
、
ク
リ
ー
ク
が
互
い
に
分
裂
し
て
、
情
報
に
隙
間
が
で
き
る
「
構
造
的
す
き
ま
」
を
重
要
と
し

て
い
る（

（（
（

。
こ
の
構
造
的
す
き
ま
は
、
ク
リ
ー
ク
間
に
新
た
な
連
結
を
産
み
出
し
、
両
ク
リ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
間
に
も
あ
ら

た
な
コ
ン
タ
ク
ト
を
つ
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
き
ま
を
埋
め
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
。以

上
の
よ
う
に
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
み
た
場
合
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
お
け
る
要
素
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
で
あ
る
。

ま
た
弱
い
紐
帯
を
は
り
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
ク
リ
ー
ク
を
含
め
た
広
く
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
も
ち
、
ク

リ
ー
ク
間
の
相
互
理
解
を
促
す
た
め
に
利
害
調
整
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
ブ
リ
ッ
ジ
機
能
を
も
つ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

は
、
組
織
間
関
係
の
対
境
担
当
者
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
組
織
研
究
に
お
け
る
重
要
な
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（gatekeeper

）
が
あ
る
。
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
の
概
念
を
最
初
に
提
唱
し
た
レ
ウ
ィ
ン
（K

. Lew
in

）
は
、「
チ
ャ
ネ
ル
（
チ
ャ
ネ
ル
は
、
食
品
の
た
め
の
も
の

で
も
、
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
も
の
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
た
め
の
も
の
で
も
構
わ
な
い
）
内
の
あ
る
領
域
で

機
能
す
る
ゲ
ー
ト
は
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
が
ゲ
ー
ト
を
通
っ

て
流
れ
こ
ん
で
く
る
も
の
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
の
決
定
権
を
握
っ
て
い
る
。」
と
し
て
い
る（

（（
（

。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
、
情
報
の
探
索
、
収
集
、
取
捨
選
択
の
み
な
ら
ず
、
不
確
実
性
を
吸
収
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
情
報
の
受
け
手
側
に
と
っ
て
は
、
不
確
実
性
を
吸
収
す
る
人
が
誰
か
に
よ
っ
て
、
状
況
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
人
を
特
定
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
対
境
担
当
者
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
意
義
と
役
割
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
。
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最
終
的
に
は
必
要
と
な
る
の
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
越
え
た
人
脈
で
あ
る
。
人
脈
は
当
事
者
の
信
頼
と
価
値
を
共
有
し

な
い
と
形
成
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
脈
の
形
成
に
至
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
道
な
成
果
の
積
み
上
げ
が
全
て
で
あ
る（

（（
（

。

4　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
種
類
と
能
力

―
シ
ナ
リ
オ
・
物
語
構
成

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
性
格
の
上
で
相
反
す
る
立
場
、
思
想
、
体
質
を
併
せ
持
つ
。
そ
れ
は
創
造
者
と
経
営
者
、
い
い

か
え
る
と
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
起
業
家
に
求
め
ら
れ
る
資
質
は
熱
い
情
熱
や
カ
リ
ス
マ
性
、
独
創

性
、
あ
る
種
の
楽
天
主
義
で
あ
る
。
一
方
、
経
営
者
に
は
冷
静
な
判
断
力
、
管
理
能
力
、
合
理
性
、
緻
密
な
戦
術
が
要
求

さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら
れ
る
資
質
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ベ
ン
ト
制
作
に
関
わ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に

は
、
事
を
起
こ
し
、
実
際
に
そ
れ
を
運
営
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
起
業
と
経
営
の
両
面
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
創
造
者
と
経
営
者
の
狭
間
に
お
り
、
創
造
者
と
経
営
者
と
い
う
二
重
の
人
格
に
折
り
合
い
を
つ

け
る
こ
と
に
は
困
難
を
伴
う
。

次
に
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
取
り
扱
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
高
い
専
門
知
識
、
能
力
を
も
つ
必
要
が
あ
る
こ
と

は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
自
身
の
専
門
知
識
、
能
力
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
自
ら
知
識
を
集
め
、
新
た
な
知
の
枠
組
み
を
創
り
出
し
、
機
能
や
価
値
を
加
え
て
い
く
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
に
求
め
ら
れ
る
能
力
に
は
、
分
析
力
、
企
画
力
、
概
念
創
造
力
、
表
現
力
、
シ
ナ
リ
オ
（
筋
書
き
）
構
成
力
、

統
率
力
、
演
出
力
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
当
該
能
力
を
全
て
備
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
常
に
学
び
続
け
、
経
験
か
ら
吸
収
し
自
ら
解
を
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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味
で
打
ち
消
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

南
方
熊
楠
の
「
知
識
の
饗
宴
」
の
世
界
は
、
こ
う
し
た
飽
く
な
き
文
献
の
探
索
を
続
け
な
が
ら
、
混
沌
と
し
た
知
の
蓄

積
の
な
か
か
ら
少
し
づ
つ
紡
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
論
考
が
い
っ
た
ん
発
表
さ
れ
た
後
も
、

知
の
収
集
は
続
け
ら
れ
、
南
方
の
知
の
連
関
は
成
長
を
続
け
て
い
っ
た
。
彼
の
「
腹
稿
」
は
、
そ
う
し
た
終
わ
ら
な
い
知

の
蓄
積
と
連
関
付
け
の
軌
跡
を
わ
れ
わ
れ
に
ほ
の
め
か
し
つ
つ
、
し
か
し
な
お
わ
れ
わ
れ
の
理
解
を
拒
む
か
の
よ
う
で
あ

る
。

お
わ
り
に

こ
の
「
腹
稿
」
は
、
新
聞
紙
大
の
大
き
さ
の
白
紙
（
片
面
だ
け
に
記
事
が
印
刷
さ
れ
、
裏
が
白
紙
の
全
紙
）
を
用
意
し
、
こ

れ
に
関
連
す
る
情
報
を
含
む
文
献
の
名
を
書
き
連
ね
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
通
常
の
大
き
さ
の
洋
紙
で
は
な
く
新
聞
全

紙
を
用
意
し
た
こ
と
自
体
が
、
膨
大
な
情
報
を
積
み
上
げ
、
そ
の
中
に
秩
序
の
筋
を
通
そ
う
と
す
る
南
方
の
ね
ら
い
と
、

彼
が
射
程
に
入
れ
て
い
た
文
献
世
界
の
広
さ
と
を
示
唆
す
る
。「
十
二
支
考
」
の
最
初
の
論
考
で
あ
る
「
虎
に
関
す
る
史

話
と
伝
説
、
民
俗
」（
一
九
一
四
年
）
の
場
合
、
新
聞
紙
大
の
「
腹
稿
」
が
複
数
枚
現
存
し
て
お
り
、
収
集
し
た
文
献
情
報

を
実
際
に
論
述
の
形
に
書
き
下
ろ
す
ま
で
に
、
彼
が
段
階
を
経
て
少
し
づ
つ
秩
序
立
て
て
い
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
（
松
居
竜
五
『
南
方
熊
楠
―
複
眼
の
学
問
構
想
』
に
お
い
て
、
主
要
な
三
点
の
前
後
関
係
な
ど
の
検
討
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、

な
お
議
論
を
要
す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
）。

「
虎
」
に
は
じ
ま
る
「
十
二
支
考
」
が
、
総
合
的
な
博
物
学
的
テ
ー
マ
研
究
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の

「
腹
稿
」
の
存
在
そ
の
も
の
が
裏
書
き
し
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
殴
り
書
き
の
こ
の
メ
モ
は
本
人
以
外
に
は
容
易
に
解
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読
で
き
な
い
よ
う
な
私
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
創
作
メ
モ
は
、
彼
が
集
め
、
利
用
し
た
知
の
源

泉
と
、
彼
が
整
理
し
秩
序
化
し
た
博
物
学
知
の
体
系
と
の
間
を
つ
な
ぐ
一
次
資
料
で
あ
り
、
南
方
熊
楠
の
知
的
情
報
操
作

の
結
節
点
と
し
て
、
彼
の
創
造
の
舞
台
裏
を
明
か
し
て
く
れ
る
（
か
も
し
れ
な
い
）
重
要
資
料
な
の
で
あ
る
。

【
附
記
１
】

今
年
（
２
０
１
７
年
）
12
月
か
ら
、
国
立
科
学
博
物
館
（
上
野
公
園
）
に
お
い
て
企
画
展
「
南
方
熊
楠
―
１
０
０
年
早

か
っ
た
知
の
人
」
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
展
示
の
な
か
で
、
本
稿
で
紹
介
し
た
腹
稿
に
つ
い
て
も
、
最
新
の
知
見
を
交
え
た

紹
介
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【
附
記
２
】

南
方
熊
楠
に
こ
れ
か
ら
接
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
読
者
の
た
め
に
、
入
門
的
な
性
格
の
図
書
を
以
下
に
ご
紹
介
し
た
い
。

〔
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
入
門
書
〕

『
南
方
熊
楠
―
森
羅
万
象
に
挑
ん
だ
巨
人
』（
別
冊
太
陽 

日
本
の
こ
こ
ろ 

１
９
２
）

中
瀬
喜
陽
編　

平
凡
社 

２
０
１
２

『BIO
CIT

Y

』N
o.70

「
生
誕
１
５
０
周
年
記
念
特
集 

南
方
熊
楠
と
熊
野
の
自
然
―
伝
説
か
ら
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
実
像
へ
」

田
村
義
也
・
志
村
真
幸
編　

ブ
ッ
ク
エ
ン
ド 

２
０
１
７

〔
伝
記
・
評
伝
〕（
入
手
し
や
す
く
、
読
み
や
す
い
も
の
の
み
）

『
南
方
熊
楠 

地
球
志
向
の
比
較
学
』

鶴
見
和
子　

講
談
社
（
講
談
社
学
術
文
庫
） 

１
９
８
１
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『
南
方
熊
楠
―
森
羅
万
象
を
見
つ
め
た
少
年
』

飯
倉
照
平　

岩
波
書
店
（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
） 

１
９
９
６

『
南
方
熊
楠
―
日
本
人
の
可
能
性
の
極
限
』

唐
澤
太
輔　

中
央
公
論
社
（
中
公
新
書
） 

２
０
１
５

〔
南
方
熊
楠
の
著
作
〕

『
南
方
熊
楠
英
文
論
考
［
ネ
イ
チ
ャ
ー
］
誌
篇
』

飯
倉
照
平　

監
修　

集
英
社 

２
０
０
５

『
南
方
熊
楠
英
文
論
考
［
ノ
ー
ツ 

ア
ン
ド 

ク
エ
リ
ー
ズ
］
誌
篇
』

飯
倉
照
平　

監
修　

集
英
社 
２
０
１
４

＊
南
方
熊
楠
の
著
作
を
こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
た
い
方
に
は
、
現
代
人
に
は
読
み
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
日
本
語
著
作
の

原
文
よ
り
も
、
彼
の
英
文
論
考
の
翻
訳
が
お
進
め
で
あ
る
。

＊
南
方
熊
楠
の
日
本
語
著
作
を
収
録
し
た
、
入
手
し
や
す
い
選
集
と
し
て
は
、

『
十
二
支
考
』
全
三
巻
、『
南
方
熊
楠
文
集
』
上
下
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
）

『
南
方
熊
楠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
全
五
巻
（
河
出
文
庫
）

『
南
方
熊
楠
随
筆
集
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）

『
十
二
支
考
』
上
下
（
岩
波
文
庫
）

な
ど
が
あ
る
。

＊
研
究
書
を
含
め
た
南
方
熊
楠
読
書
案
内
と
し
て
は
、
季
刊
誌
『kotoba
（
こ
と
ば
）』
２
０
１
５
年
4
月
号
（
南
方
熊
楠
「
知

の
巨
人
」
の
全
貌
）
所
収
の
拙
稿
「
よ
り
深
く
特
集
を
読
み
た
い
人
の
た
め
の
読
書
ガ
イ
ド
」
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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